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 要  旨
 
　インターネットの発展が進み通信技術向上への要求が強まる中、ルータにおいて、
　通信品質保証の弊害となる輻輳(congestion)が問題となる。輻輳状態が継続する
　と、ルータ内キューにはパケットが蓄積され続け、何も制御を行わなければやが
　てキューは溢れ、パケット廃棄が起きてスループットが一気に低下する。このた
　め、ルータ内でキューの管理を行う輻輳管理機構として、AQM(Active Queue 
　Management)が必要とされる。AQMではルータからデータ送信者へ向けて確率的に
　輻輳を通知することによって輻輳制御を行う。キューの溢れを防ぐために、溢れ
　る前から早めに適切な確率を選択し、入力レートと出力レートを釣り合わせて、
　キュー長を一定に保つのが理想的なAQMである。
　既存のAQM手法は現在のキュー長や現在のスループットから輻輳の激しさを見積
　もり、これに従って確率を生成するが、AQMでは輻輳制御の効果反映までに本質
　的にRTT(Round Trip Time)分の遅延が存在し、この遅延を踏まえた見積もりを行
　うことが効果的と言える。
　　ルータにおけるRTTの推定法が近年になって活発に研究されてきていることか
　ら、本研究ではこれを導入し、よりロバストにキュー長を安定させるAQMを提案
　する。RTT時間分の輻輳制御効果の遅延を考慮し、RTT後の輻輳状態を制御の対象
　に取り入れ、AQMとエンドホスト両方の本質的な性質を導入することで的確な輻
　輳制御を実現する。また、アルゴリズム中で使用するTCPコネクション数やRTTの
　値を少ない資源で推定する技術を開発した。特にTCPのRTT推定技術について、
　AQMに初めて実用レベルで組み込んだ事も本研究の新規性である。 
　　この提案AQMの性能評価としてシミュレーションによる実験を行い、キュー長
　の安定性、キュー長の振動幅の小ささ、トラフィック変動時の安定化への即効性
　に関し、特に優れた性能を示した。
　
 　
 
 
 
